
                       議 第 ３ ４ 号  

                  令和３年(２０２１年) 4 月１４日提出 

 

 

熊本市指定有形民俗文化財の指定について 

 

「万日塔」を熊本市指定有形民俗文化財に指定したいので議決を求める。 

 

      

 

                     熊本市教育長 遠藤 洋路 

 

 

（提出理由） 

 熊本市文化財保護条例（昭和４２年３月２７日条例第１９号）第２２条第

１項の規定及び熊本市教育委員会教育長事務委任等規則（昭和２７年１１月

１４日教委規則第６号）第１条第１１号の規定に基づき熊本市指定有形民俗

文化財に指定するものである。 

 これがこの議案を提出する理由である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



指定区分

ふりがな

町指定年
月日

備考

資料NO

名称

員数

所有者

市指定民俗文化財への申請一覧

所在地

種別

1

民俗文化財

なし

熊本地震により倒壊し、一部破損した。令和2年9月修復完了

有形民俗文化財

万日塔

まんにちとう

3基

熊本市西区春日2丁目地内

春日校区11町内自治会



熊本市文化財保護委員会における答申 

（文化財の市指定有形民俗文化財新規指定について） 

開催日時 令和３年(２０２１年)３月９日（火）９時００分開催 

 

① 万
まん

日塔
にちとう

 

西区春日の万日山の麓に所在する３基の石塔である。それぞれの石塔は常

念仏を一万日間達成した記念に作られており、石塔の銘文からは僧侶だけで

なく、熊本城下町一帯の町人が建立に参加していたことがわかる。万日山は

古くは阿弥陀寺山と呼ばれていたが、常念仏と石塔の建立が評判となった結

果万日という地名となるまでになった。 

以上のように、万日塔は現在の地名の由来になった石塔であり、当時の宗

教行事への町人の協力の在り方を示す貴重な文化財であり熊本市指定有形

民俗文化財に指定するのが妥当である。 
   

 

 

 

（諮問概要） 

平成 28年熊本地震で被害を受けた未指定文化財のうち、後世に残すべき価値

のある文化財について、新たに市指定の文化財として申請するものである。 







 

分 類 民俗文化財 種 類 有形民俗文化財 

名
ふり

 称
がな

  万
まん

日塔
にちとう

 

員 数  ３基 

所在地 熊本県熊本市西区春日 

所有者 
 住所 熊本県熊本市西区春日 

 氏名 春日校区自治会第 11町内自治会 

管 理 

責任者 

 住所 熊本県熊本市西区春日 

 氏名 春日校区自治会第 11町内自治会 

文書の年代 

または時代 

 天和 4年(1684 年)(一万日塔) 

 宝永８年(1711 年)(二萬日塔) 

 享保２１年(1736 年)(三萬日塔) 

指定申請の理

由 

万日塔は熊本市西区春日の万日山の麓、浄土宗来迎院の東側に広がる墓地の一

角に所在する３基の石塔である。 

 この石塔は『肥後國誌』によると、万治２年(1659 年)に阿弥陀寺(現来迎院)

６世法蓮社行故忍譽上人によって開かれた如意庵という小寺院があり、元禄年間

から「日數一万日晝夜常念佛ヲ唱シ」ていたため、如意庵周辺を万日と称するよ

うになったとされている。そして、常念仏が一万日間を達成した記念に建てられ

たのが万日塔である。万日塔は３基あり、一万日ごとに建立されている。石塔は

3 基でそれぞれが一万日間なので、1 基あたり約 27 年、合計３万日で約 80 年

間にわたって常念仏が行われていたことがわかる。 

 万日山は古くは長谷山や阿弥陀寺山などと呼ばれていたが、現在万日山と呼ぶ

のは如意庵で行われた常念仏と万日塔の建立が評判となり、広く民衆に受け入れ

られたからこそである。それぞれの万日塔各面の中心には、切り薬研彫で「南無

阿弥陀仏」などの文字が大きく彫られた下に歴代の和尚や一門の僧侶に加え、多

くの町人の名前が刻まれている。町人の中には藩の御用商人を務めた「市原屋」

や「布屋」といった熊本城下町の有力町人の名前が刻まれており、それぞれの町

人の拠点も新坪井や京町、古町など城下町一帯に広がっている。また、近世前中

期の屋号や町人名はほとんど判明しておらず、近世後期につながる商家がわかる

貴重な資料でもある。このことから、常念仏には僧侶だけでなく、城下町一帯の

多くの町民も行事に参加し、石塔建立の費用を出資していたと考えられ、当時の

念仏信仰の在り方の一片を示す貴重な資料である。二万日塔・三万日塔になると

町人の名前がみられるのは、災害や大火、飢饉などが続き、人々が仏法の庇護を

求めたためであろう。 

 常念仏を記念した石塔は全国に見られるが、一寺院の常念仏と石塔が城下町一

帯の広い地域の町人を巻き込み、後に地名にまでなることは非常に珍しいことで

ある。 

 以上のように、万日塔は現在の地名の由来になった石塔であり、当時の宗教行

事への町人の協力の在り方を示す貴重な文化財であり熊本市指定有形民俗文化

財に指定すべきと考える。 

その他 

平成 28 年熊本地震によって 3 基とも転倒したが、土地は旧春日村の共有地で

あり所有者不明の状態であった。しかし、春日校区自治会第 11 町内自治会が所

有者として名乗りを上げ、地元の宝、文化財として令和２年に熊本県の平成２８

年熊本地震被災文化財復旧復興基金を用いて修復を実施した。 



 写真１ 万日塔 東から 

(左から三万日塔、二万日塔、一万日塔) 

写真２ 万日塔 東から 

(左から一万日塔、二万日塔、三万日塔) 



一万日塔銘文
東面 南面 西面 北面
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二万日塔銘文
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三万日塔銘文
東面 南面 西面 北面
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